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マレーシア
(主にクアラルンプール近郊）

※本学教職員が引率します

2025年８月2５日(月)
～９月２日(火）

30万円程度
※航空運賃、宿泊費、朝昼食費、現地交通費、

施設入場料等を含みます
※香川大学校友会への加入者には、支援が

ある予定です
※詳細は募集要項を参照してください

本学の学生（学部不問）
20名程度

※英語力は問いません
※国際交流・異文化体験に興味がある方
※第２Q,集中講義の履修が必要
※履修科目の重複等の場合はご相談下さい

応募・履修について

第２クオーター：月曜５時限目
集中講義：8/19-21

プログラム内容・概要

充実したサポート
◆期間中本学の教職員が引率・助言します
◆現地協定校学生（バディ）がサポートします

バディ、スタッフはとてもあたたかく、
忘れられない交流の機会となります

◆留学前の研修、留学後のフォローがあります

インターナショナルオフィス 滝川祐子 E-mail : takigawa.yuko@kagawa-u.ac.jp

マレーシア・多文化体験プログラム

問合せ先

▶ 海外渡航が初めての方でも参加しやすいプログラムです
▶ 事前に定めたテーマに沿って海外で多様な文化・社会体験

を行い、課題の発見と気づきを得るプログラムです

フィールドワークを通じて学ぶ！
◆香川大学学術交流協定校(プトラ・マレーシア

大学[UPM]）訪問
◆異文化・多様性を学ぶ各種活動
◆JICAマレーシア事務所訪問 等

全学部生対象 2025年度前期 超短期留学入門プログラム

参加者募集！

プトラ・マレーシア大学の学生と共に学ぶ

【説明会・前年度参加者による報告（ハイブリッド形式）】
2025年５月２２日（木）12：20～12：40 幸町キャンパス グローバル・カフェ

「海外体験型異文化コミュニケーションI〈主題科目：第２Q〉」
「海外体験型異文化コミュニケーションII〈高度教養主題科目：

集中講義〉」
として開講します。ぜひご参加下さい！
※必修科目履修と重なり、〈主題科目〉第２クオーターに参加できないが、

参加意欲のある方は、相談に応じます。担当者までご相談下さい。

https://kagawa-u-ac-jp.zoom.us/j/91799556288?pwd=QMAhDYknNpn0Zp5zxHb68azT2cKraP.1



▶行程（２０２５年度予定）

* BEVI（Beliefs, Events, and Values Inventory）は、表層に現れる個人の知識やスキルなどに比べ、深層に存在する、感情、動機、価値観、信念、欲求などの

分析を行う心理テストです。留学プログラムでは言語力・コミュニケーション力の改善以外に、異文化理解や宗教観や社会性、ジェンダー意識などの変化
が期待されます。香川大学では、留学前後に実施することで、参加者に起こる変化への「気付き」を促す目的として、数年前からBEVIを採用しています。IO
から提供されるURLにアクセスして設問に回答する自己テスト形式で行われ、回答した個人情報は厳正に管理されますので安心してください。

【2024年度プログラム参加者の声】
私がマレーシア・多文化体験プログラムに参加して最も心に残ったことは、バディ、スタッフを含む現地の方々との交流

だ。現地の方と実際に関わることで、現地の人の温かさ、そして言語能力の高さに触れ、感動したからだ。最初は、バディ
やスタッフの想像以上に流暢でスピードの速い英語に困惑して、全然聞き取ることができずに質問に答えることも話しかけ
ることもできなかった。しかし、日本語が得意なバディとスタッフの方がいて、日本語を交えながらもコミュニケーション
をとろうとしてくれたので、緊張も解けて自分から話しかけることができるようになった。また、文法も単語もつたない私
の英語を、一生懸命くみ取って理解しようと努力してくれたので臆することなく話しかけられるようになった。（略）

私は、この留学経験を通して現地の方と実際に交流することで、マレーシア人の寛容さや温かさ、いろいろな物事を受け
入れる柔軟な姿勢、言語能力の高さを実感することができた。そして、寛容さや柔軟な姿勢が、多様性を求める現代社会に
必要なことではないかと強く思った。 （教育学部３年（参加当時））

私にとって初の海外経験がこの留学であった。海外はとにかく未知の世界という感覚で、一歩踏み出すまでの勇気が必要
であった。しかしいざ現地へ行ってみると、文化は違えど皆同じ人間で、文化の違いを尊重しあいながら、相互に理解でき
るということが分かった。 （略）

留学終了後に研究室の留学生と話したが、英語がより聞き取りやすくなっていた。自分の英語の幅も広がり、語学力の向
上を感じた。またマレーシアの人が明るい人が多かったためか、私自身少しポジティブな考え方になった気がしている。異
文化への理解が深まったことは私にとって大きな変化であったと感じている。例えば日本では宗教を意識することが少なく、
最初マレーシアでイスラム教徒のバディがお祈りに行くのを見送る感覚は不思議であった。しかし彼らの宗教の話や、宗教
に対する考え方を聞いて、彼らの行動を理解し、尊重することができるようになった。これから、世界のグローバル化が進
むにつれて私は様々なバックグラウンドを持った人々を関わることになると思うが、彼らの文化を理解して受け入れること
ができる、異文化を受け入れる力を身に着けることができたと感じている。 （農学部3年（参加当時））

日 付 スケジュール

８／2５（月）１日目
午前：関西国際空港集合→クアラルンプール（マレーシア）へ出発
午後：クアラルンプール空港着

８／2６（火）２日目
午前：歓迎セッション、大学博物館見学、キャンパスツアー等
午後：プトラ・マレーシア大学での講義１

８／2７（水）３日目
午前：クアラルンプール市内見学（マレーシアツーリズムセンター、ペトロナス

ツインタワー、バツ―洞窟見学等）
午後：JICAマレーシア事務所訪問

８／2８（木）４日目
午前：プトラ・マレーシア大学での講義２
午後：プトラ・マレーシア大学での講義３

８／2９（金）５日目
午前：ココア技術開発センター訪問、マレーシアでの学びに関するプレゼンテー

ション準備等
午後：修了式、プレゼンテーション、修了証授与

８／３０（土）６日目 終日：UPM所管の森林保護区訪問

８／３１（日）７日目 終日：プトラジャヤ（マレーシアの行政新首都である連邦直轄領）見学、湖上クルー
ジング等

９／1（月）８日目 午前：マレーシア手工芸開発会社訪問
夜： クアラルンプール空港発

９／２（火）９日目 午前：関西国際空港着、解散
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